
 

  企画部会 （平成 24 年度第 5回） 

議事録 

2012 年 11 月 27 日 (火) 開催 

時 間 15:00～17:00 場 所 地盤工学会 3階会長室 

天 野 部 長 ○ 大 原 理 事 ○ 峯 田 オ ブ ザ ー バ × 

杉 本 部 員 ○ 鈴 木 部 員 × 高 橋 部 員 ○ 

濱 田 部 員 ○ 山 田 部 員 ○ 並 河 部 員 ○ 

保 高 部 員 ×     

事 務 局 ： 松 本 × 事 務 局 ： 長 尾 ○   

○：出席  ×：欠席  △：未定 

【議 題】 

議事録担当者の選出 →  並河 部員 

 

１．前回議事録の確認（杉本部員） 【別紙－1】pp.1-2 

・前回議事録の確認を行った。 
 
２．H24/11/22 臨時正副会長会議の報告（天野部長） 

・「地盤品質鑑定士」に関し地盤工学会の取り組み方針に関しては 11/30 の理事会で決定する。その

結果を受け、他学会は 1月の理事会で議論する予定である。 

・今後「地盤品質判定士」に関して発生する費用は会員支部部の予算で対応する。 

 
３．産官学連携のあり方について（大原理事）             【別紙－2】pp.3-6 
・産官学連携に関する今後の役割分担に関しては企画部会と戦略会議で打ち合わせを行う。  
・過去の経緯より、技術者教育の視点で産官学連携の取組みが始まった。 
・今後は技術者教育以外の事項で、産官学連携の取組みを行っていく必要があると考えられる。現

在の学会活動を産官学連携の視点で整理したものを作成する必要がある。P.5の評価表はそのベース
として用いることができる。 
・評価表（P.5）において財務評価の項目も必要である。 
・P.5の評価表をベースに産官学連携のメリットの評価項目の一例を作成する。メリットは学会のメ
リットと参加者のメリットに分ける。作成された評価表は今後の学会活動の重点項目の抽出に用い

ることができる。 
・P.3、P.4 の産官学連携の取組みの背景については、学会誌で報告する。背景を示して今後の方針
を理事会に提出する。 
・資料に関して大原理事が年内に修正を行う。 
 
４．中長期ビジョンアクションプラン－追加提出分について（鈴木部員、山田部員） 
 【別紙－3】pp.7-13 

・中長期ビジョンのアンケートを今年度も実施する。3 月の理事会でアンケートとレビューシート

の案内を行う。1月の企画部会で山田委員がアンケートの素案を提出する。 

 

 
５．地盤品質判定士について（濱田部員、鈴木部員、山田部員） 【別紙－4】pp.15-20 

・臨時正副会長会議の報告内容と同じ。 
 
６．次回の開催日確認：1月 24 日（木）15:00～17:00 

 

７．次回理事会への提案事項 

・審議事項：特になし 

・報告事項：特になし 


